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 H2プラズマ中の金属表面近傍でのHαドップラーシフト測定 
Measurement of Hα doppler shift near the metal surface in H2 plasma 
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1. 研究概要 

タングステン表面での水素イオン反射にお

いては、ほぼエネルギー損失なしで反射される

グループが存在することがACAT計算の結果わ

かった。この水素イオン反射特性は、H(656.28 

nm).のような発光線スペクトルのドップラーシ

フトを観測することにより計測することがで

きる。200eV の陽子がタングステン表面で反射

した際に観測される H線スペクトルの広がり

を ACAT コードで計算した結果を図１に示す。

図１の結果を実験的に検証することが本研究

の目的である。 

 

2. 実験装置 

実験装置の概略図を図2に示す。円柱状プラ

ズマは、磁場800Gによって維持されている。放

電容器の寸法は、直径220mm、長さ920mmで中

心から左右77mmの位置の上下4方向に、内径φ

35mm、長さ315mmのパイプを取り付け、その

先端に観測ポートを設置した。メイン磁場コイ

ルとして外径φ620mm、内径φ310mm、長さ

109mmのパンケーキコイルを7つ直線状に配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

し、熱陰極のフィラメントにはタングステンを

用いた。 

 

3. 実験 

熱陰極放電によって励起されたプラズマは、 

プラズマに対して任意の角度に調節可能な

タングステンターゲット表面で反射される。タ

ングステンターゲット表面近傍のプラズマシ

ースからの発光は、真空容器の中心から真空窓、

銅ミラー、集光レンズを介して分光器へと導か

れる。集光レンズは、迷光を排除するため陽極

酸化されたアルミニウムの円筒中に保持され、

分光器の分解能が0.1Åとなるようターゲット

前面のシース像が検出面に現れるよう，焦点調

整を行っている。 

放電容器の内壁がステンレスであることか

ら、水素プラズマからおよび陰極からの直射

光・反射光が大きな迷光となる。ドップラー幅

の測定のS/N比を改善するため、H線スペクト

ルはターゲットバイアス電圧を変調し，位相検

出的に測定を行っている。 
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Fig. 1. Doppler shift of H from 

hydrogen atoms produced by reflection 

of 200 eV protons at tungsten surface. 

Fig. 2. Illustration of the experimental setup to measure the H 

Doppler shift of H atoms from W surface. 

 


